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1. Hallermann-Strei宣 Syndromeの廓酔経験 
0岡龍弘，三枝謹撰，安東昌夫
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比嘉E寿司 (君津中央・小児科)
今国，我々泣 iHallermann-Strei笠症挟群jの麻酔を
経験した。本症候群は，頭蓋異常，歯の異常，先天白内 
i華などを有する患者で，小口による最大関口騒の不足，
小顎による相対的巨舌，高く狭いドーム状の口蓋主どの
解蔀学的特徴により，マスクによる換気，気管内揮管手
技などに問題がある。我々は，街前，喉頭展開の難易を
確認し，導入持拡筋弛緩薬を用いず，自発呼吸下に挿管
し，また充分な覚書星を待って抜管した。 
2. 	 褐色細詑彊の街前，術中，街後管理の経験につい
て 
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最近経験した褐色細胞題の続前，街中，術後管理の経
験につき症例を'供覧して検討した。す主わち，本建蕩は
手箭的iこ全舗できれば完治させることができるが，最大
の問題詰街中の題蕩摘出操作によっておこる過高血圧と
摘出産後よ担始まる低血圧のコントロー/レで、ある。これ
に対して， α，s両受容体遺断荊の計画的投与と過剰輪
車誌が，近年行われるようになったが，本伊jに対しても
同法を行い，安全に手街を遂行し，全治退院させること
ができた。 
3. 	 S. C. C.投与によりむ停止を来たした巨大脳撞
霧の 1症椀 
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症例。 12歳女。諮腫壌の疑いで入読2 腫蕩全捕術施
行。病理診断は， Astrocytoma (grade II)。街後， 南
側上下肢運動障害持続，感圧完進症状も出現， Shunt作
成の為，緊急、手策となる。ラボナ}ノレ， S.C.C.による
導入の擦，む停止出現。心マッサージ等によヲ蘇生に成
功した。 S.C.C.~こ対する感受性完進による高血圧が原
因と思われる。意識障害患者の麻酔の擦にマヒの存在を
忘れる危険性のあることを報告した。 
4. 	 硬麻穿寧日時iこ心筋梗塞を遇発した 1症例
。宮本恒彦，頭戸星健三
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48歳女性。子宮筋題で単純子宮全舗衛に際し，腰椎
工 ~2椎開で硬摸タト穿刺中，誤ってクモ摸穿剰とえi::!:) ， 
突然激痛を訴え，次いで心俸克進，胸内苦悶を訴えた。
心電雪上は心室性期外収縮の頻発， ST上昇を認め，手
衝を中止し， 5自爵 C.C.じに収容した。心電図所見，
血液諸検査の結果高位候!J壁心内膜下榎塞と診断された。
街前心疾患を疑わせる症状，及び、心霊園上の所見誌な
く，硬麻穿朝時の議痛が心筋梗塞を誘発したと思われ
る。 
5. ニトログリセリン降正詰果のスクリーニングテス
トの試み
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降正部としてのニトログリセリンの宥効度をスクリー
ニングするため，舗前ベットサイドで舌下錠を投与した
時の血下抵下の有無と，麻酔中点満静注待の血圧下i毒度
